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・人口減少  ・市民ニーズの多様化  ・財源不足 ・市町村合併   

戦略的公共施設マネジメント  

～新たな時代の公共施設のあり方～ 

〔課題〕 

・庁内の問題意識の共有化 

・社会情勢にあった公共施設の配置計画（あり方） 

・公共施設の延命化措置（計画的な保全） 

・公共施設の更新のルール化（改修による更新、建て替え） 

・公共施設の適正な維持管理と運営方法 

・用途廃止による活用、運営方法 

・市民との合意形成 

 

新たな組織づく

り 

施設配置の検証 今後の整備手法 

及び運営手法 

施設移転等に

よる跡地の有

効活用 

提 言 の 要 約 

[ 社会情勢・現状 ] 

[ 地方都市の抱える課題（モデル都市による検証） ] 

・対象施設の有効活用の定義 

・モデル都市の条件設定 

・財政状況（一般会計決算） 

・保有する公共施設 

・保有施設の保全管理 

モデル都市の検証 

[ 今後の公共施設のあり方 ] 

 
〔施策１〕 〔施策２〕 〔施策３〕 〔施策４〕 


